




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































国名 組合村数｜寄場数｜石 高 村数｜家数
ｹﾉﾂＴ
８４－２
３７＋１
５０＋１
５０＋１
５５
４１＋３
１３
１２＋１
石余
１，１５３，１３７
549,439
６７１，０５１
408,377
649,776
572,715
174,669
永1324賃524文
９２，９２５
１十
５
２
３
７
６
３
０
３
２
０
７
９
戸
、
７
６
８
８
１
２
０
５
０
３
２
，
‘
，
９
，
９
２
１
１
１
１
１
軒
213,359
８６，６３９
５８，４６４
７０，１４０
９３，１８９
４８，５２０
３０，１３６
２５，４３９
武蔵国
上野国
下野国
上総国
下総国
常陸国
７
９
２
０
５
１
３
２
８
３
５
５
５
４
１
１
相模国
安房国
…|永,3;鰯要|…|`…合計 349
取
計
う
こ
と
と
な
り
、
品
川
・
板
橋
・
千
住
・
内
藤
新
宿
の
江
戸
端
四宿は一宿の組合村とする。江戸町へ入会の村女は一村限
りで取締りを行なう。組合難渋の村々は、そのまま残して
置き、追ってその村だけの組合を編成する。辺鄙・山嵜・
浦方で隣村のない村は、一村又は一一・三ヶ村の組合を許可
する。城下町・陣屋などは其所限りで取締りを行なう。御
料所陣屋でも賑いがない所は組合村の編成を行なう。など
御府内を除く関東全域に改一革組合村が編成されたのであ
る。関
東
八
ヶ
国
の
改
革
組
合
村
数
及
び
寄
場
数
な
ど
を
示
し
た
の
が
（８）
第１表である。組合村は一二四九組、寄場数は一一一四一一ヶ所で
あ
る
。
石
高
に
し
て
四
二
七
万
石
余
、
村
数
九
五
五
九
ヶ
村
、
家
数
六
二
万
五
八
八
六
軒
が
組
合
村
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
組
合
村
数
・
寄
場
数
が
最
も
多
い
の
が
武
蔵
国
、
次
が
下
総
国
・
下
野
国・上総国・常陸国・上野国・相模国・安房国である。ま
た、一国あたりの組合村数は四三組合であり、一組合あた
りの平均石高は約一万一三四○石余、平均村数は一一七ヶ
村、平均家数は一七九三軒である。関東八ヶ国のうちで八
十ヶ村以上の組合村は常陸国の小田・藤沢・中村組合であ
る。八十～七十ケ村組合は四組合、七十～六十ヶ村組合は
八組合、六十～五十ケ村組合は十六組合、五十～四十ヶ村
￣
クー
￣
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法
政
史
学
第
四
十
一
号
計。割ｏ慧詞喜詞
○
四
幕
○
升
菌
佇
鼻
噸
ｏ
識
需
詞
ｏ
幡
醐
ｏ
鶇
繊
○
論
三
・汁雪勾Ｍ綿蝿Ⅶ獺蔀壇。隣鋼
テ
餅
井
牌囲
乳国鞠穏鴛轤凄幻Ⅶ螺。Ⅱ準一一・叫龍瀞増奔。鶏箕篁劉・覺
麺皿隷叱嚢鑪薄篭藻蕊鰊象八
○
劃
肝
鬮…・葛議｛北一一…・蘓・驫蘂津勵純艸寒轤鞠
○
瀞襯……輕寧夢震壽詫麓亨全灘鯲
各
戸
○
劃
三○
判
三
○
三
舗
諭
詞
亟軒噸○
・暑什紛鱒。糸寺
詞
ｏ
璃
助
ｏ掛学剛
Ｃ
Ｏ
調
蛍
片
田
詞
三
露
河
ヨ
○
序
浄
屋
’
○劃識
○
ｏ
閉
牒
。
ｏ
浄
詐
刺
臓
三
ｏ・傘屋
薪
弐
粛
汗
雲
ｏ
界
渕
○
○
国
扇
翻函囎尹椒譽珂ｏ片割霜筧
ｏ露三
○
コ
Ｃ
Ｏ
澱
鋼
顛
戸
粛
司骨 肝Ⅱ
ｏ汁嗣
瀞潭
田庁
ｇ
罰
￣
＝ゴ
ー
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組合は四六組合、四十～三十ヶ村組合は七一一組合、一一一十～一一
十ヶ村組合は九三組合、一一十～十ヶ村組合は六一組合であ
る
。
ま
た
、
組
合
高
は
千
石
以
下
よ
り
四
万
六
千
石
余
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
総
じ
て
一
万
石
～
二
万
石
の
組
合
村
が
最
も
多
い
。
寄
場
に
指
定
さ
れ
て
い
る
所
は
六
浦
・
岩
槻
・
行
田
・
北
生
実
・
古
河
・
関
宿
・
結
城
・
佐
倉
。
小
見
川
・
多
古
・
佐
貫
・
久
留
里
・
五
井
・
大
多
喜
二
ノ
宮
・
足
利
・
壬
生
・
宇
都
宮
・
喜
連
川
・
大
田
原
・
烏
山
・
黒
羽
・
安
中
・
高
崎
・
小
幡
・
七
日
市
・
沼
田
・
伊
勢
崎
・
館
林
・
牛
久
・
龍
ヶ
崎
・
麻
生
・
下
館
・
下
妻
・
笠
間
・
宍
戸
・
士
補
・
府
中
な
ど
の
城
下
町
・
陣
屋
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
岩
槻
・
行
田
・
高
崎
・
館
林
・
宇
都
宮
・
壬
生
・
土
浦
・
龍
ヶ
崎
な
ど
は
城
下
町
だ
け
で
組
合
村
を
編
成
し
て
い
る
が
、
大
部
分
の
城
下
町
は
村
々
と
共
に
組
合
村
を
編
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
岩
槻
は
岩槻西組合・東組合の寄場をも勤めている。
その他に、街道では東海道・中山道・日光道中・奥州道
中
・
日
光
例
幣
使
道
・
日
光
御
成
道
・
水
戸
佐
倉
道
・
日
光
裏
街
道
・
結
城
街
道
・
厚
木
大
山
街
道
・
五
日
市
街
道
・
青
梅
街
道
・
東
金
往
還
・
房
総
住
還
・
外
房
方
面
へ
の
街
道
な
ど
、
主
要
街
道
・
脇
往
還
な
ど
の
宿
場
町
・
継
立
場
な
ど
が
寄
場
で
あ
る
。
寄
場
は
城
下
町
・
陣
屋
所
在
地
・
宿
場
町
・
継
立
場
・
在
郷
町
な
ど
、
各
地
域
の
経
済
上・交通上の要所に位置しているといえる。
法
政
史
学
第
四
十
一
号
改
革
組
合
村
の
編
成
の
う
ち
、
一
宿
二
町
で
編
成
し
て
い
る
の
は
、
前
述
の
城
下
町
の
ほ
か
に
品
川
・
千
住
・
板
橋
・
内
藤
新
宿
・
桧
原
・
駒
込
・
大
宮
郷
・
岩
鼻
・
板
荷
・
鹿
島
宮
中
根
三
田
村
・
大
仙
波
小
仙
波
・
駒
場
多
田
木
な
ど
が
あ
り
、
大
宮
郷
は
横
瀬
組
合
の
寄場をも勤めている。
同
一
領
主
だ
け
で
改
革
組
合
村
を
編
成
し
て
い
る
の
は
、
武
蔵
国
で
は
増
上
寺
領
の
中
目
黒
村
組
合
・
上
小
田
中
村
組
合
、
松
平
下
総
守
領
分
の
谷
郷
村
組
合
、
伊
奈
半
左
衛
門
支
配
所
の
三
輪
之
郷
組
合
・平沼村組合、山田茂左衛門支配所の亀有村組合、常陸国
で
は
松
平
陸
奥
守
領
分
の
福
田
村
組
合
、
下
総
国
で
は
堀
田
備
中
守
領分の佐倉町組合・船尾村組合、高木健次郎支配所の上ノ
島
村
組
合
、
藤
堂
和
泉
守
領
分
の
大
貫
村
組
合
、
久
世
大
和
守
領
分
の
岩
井
村
組
合
、
上
総
国
で
は
黒
田
豊
前
守
領
分
の
田
淵
村
組
合、大岡主膳正領分の筒森村組合、松平駿河守領分の竹ヶ
岡組合、下野国では戸田山城守領分の白沢宿組合・下塩原
村組合・高徳村組合・玉生村組合、喜連川左馬頭領分の喜
連川宿組合、小笠原信助支配所の横川村組合、宇都宮明神
領の瓦谷村組合など一三組合である。福田村組合は、従来
からの取締体制で充分であること、取締費用も領主より支
弁されていることなど、仙台藩領村々で改革組合村を編成
（９）
し
て
い
る
。
同
一
領
主
だ
け
で
改
革
組
合
村
を
編
成
し
て
い
る
の
は
一
一
四
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第２表川越藩・前橋藩領支配村名と相給形態 大藩だけでなく、天領・寺社領などもあり、各組合村の状
況をさらに細かく分析する必要があろう。いずれにして
も、改革組合村が編成されたことによって、関東の村女は
結城藩領における改革組合村の編成について（柳田）
領主の相給形態
村数｜村 名組合名
代官｜大名 旗本｜合計
ケト
5９扇町屋村組合 １ １１
１
２
１
２
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
３
４
２
３
２
１
１
１
２
４
２
５
７
４
６
５
４
２
８
２
２
３
１
５
１
２
３
１
Ｆ
Ｄ
ｏ
〕
〈
０
く
づ
、
。
ｏ
〕
ん
了
ｏ
〕
ｏ
】
ｏ
］
Ｆ
Ｄ
ｎ
ｊ
４
４
、
。
ｏ
〕
ｏ
】
Ｏ
】
刈
坐
（
０
〈
ｊ
（
ｂ
〔
ろ
Ｐ
Ｃ
【
ｌ
〈
ｂ
Ｐ
Ｄ
ｎ
ｄ
ｑ
〉
ｎ
ｄ
ｎ
ｊ
ｑ
〉
紫
不
〃
に
△
７
広
円
最
勿
時
而
羽生町場村組合
出丸下郷組合
石井村組合
４
３
３
７
１
５
大和田村組合
野本村組合
4３
２３
１
八幡山町組合 ４４
寄居村組合
熊ケ谷宿北組合
同西組合
3６
３８
２２
‐【］
深谷宿組合 6６ 大名・旗本・寺社などの個別領主の支配のほかに、幕府の
権力介入も重なり二重支配を受けることになるのである。
また、御府内のほかに川越町・川越領分村々、前橋町。
笥
配
閃
西 叩森島脈崎許
ソ
本庄宿組合 6６
上野国 新町宿組合 5１
高崎宿組合
王村宿組合
5３
２６
Ⅱ－１一
一
五 大間々町組合 4７
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前橋領分村々、榛名山、日光神領村々、水戸領村々、小田
原領村々、浦賀附村々などは「御改革手限二「御改革手限
（、）
（Ⅱ）
別達」として、さらに相州の長州藩預所村々などは改革組
合村編成より除かれている。これらの藩領や神領は大藩
で、しかも権威のある所では、幕府権力の直接介入を嫌っ
（皿）
たため、改革組〈口村編成より除かれ、藩・神領独自の組合
（皿）
村で取締りを行っているのである。
（ｕ）
しかし、川越藩・前橋藩領であっても第２表のような村
女は改革組合村が編成されているのである。入間川・藤倉
・篠井の三ヶ村は扇町屋村組合に属し、入間川村の領主は
山
本
大
膳
・
松
平
大
和
守
・
田
村
源
十
郎
・
小
野
勘
解
由
・
村
越
淡
路
守
の
五
給
支
配
で
あ
る
。
藤
倉
村
は
松
平
大
和
守
・
山
本
万
之
助
の一一給支配、篠井村は松平大和守・士屋三郎右衛門・同勝
四
郎
・
有
賀
□
之
丞
・
山
本
万
之
助
・
酒
井
周
幡
守
の
六
給
支
配
で
ある。上野国の帯刀・五明の二ヶ村は新町宿組合に属し、
帯
刀
村
は
松
平
大
和
守
と
旗
本
一
一
名
の
三
給
支
配
、
五
明
村
は
九
給
支
配
の
村
で
あ
る
。
武
蔵
国
で
は
十
二
組
合
に
属
す
る
二
六
ヶ
村
、
上
野
国
で
は
四
組
合
に
属
す
る
五
ヶ
村
が
相
給
支
配
の
た
め
、
川
越
藩
・
前
橋
藩
領
で
あ
っ
て
も
改
革
組
合
村
が
編
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
改
革
組
合
村
は
相
給
支
配
の
た
め
支
配
力
の
弱
体
な
地
域
に
編
成
さ
れ
、
幕
府
権
力
の
介
入
を
容
易
に
し
た
の
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
四
十
一
号
元禄十三年十月、水野勝長が能登より下総国結城に一万
石を拝領したのが結城水野藩の成立である。元禄十四年に
三千石、同十六年に五千石が加増され、一万八千石の大名
として幕末まで続くのである。結城藩領村々は下総国結城
郡十九ヶ村、上総国山辺郡四ヶ村、武射郡十四ヶ村、下野
国芳賀郡九ヶ村、常陸国真壁郡十一一ヶ村、茨城郡一ヶ村の
（旧）
五九ヶ村であり、二一ヶ国に分散されている。
文政十年九月、関東取締出役山田茂左衛門手附武藤僖左
衛門・柑本兵五郎手代森東平・同人手附松村小三郎の一一一名
（胆）
が改革について触れ、結城町組合の編成を行っている。結
城町組合は六五ケ村、組合高四万三八一一四石余で、寄場Ⅱ
親郷は結城町である。六五ヶ村とは下総国結城郡四九ヶ村
・猿島郡十一ヶ村、下野国都賀郡五ヶ村、常陸国真壁郡一
ケ村で、領主は代官である勝田・平岡・北条・寺西、大名
に水野日向守・鳥居丹波守・一橋御領地・久世大和守・京
極右近将監、他に旗本・寺社領などが含まれている。
（Ⅳ）
文政十一二年に、結城町六五ヶ村組合は、第３表のように
（焔）
結城町組合（十九）、組合高一万七二一○四石余と、諸川町
組合（四六）、組合高二万六五一一○石余に組分けされてい
ニ
結
城
町
組
合
と
諸
入
用
負
担
一一一ハ
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る。結城町組合は結城藩領村々十四ヶ村と、ほかに天領・
旗
本
領
・
寺
社
領
村
々
と
組
合
さ
れ
て
い
る
。
結
城
藩
領
で
あ
る
山
川
村
・
矢
畑
村
は
諸
川
町
組
合
へ
、
武
躰
郡
成
東
村
・
和
田
村
・
板
付村・大木村・椎崎村・木原村・武勝村・湯坂村・森村は
成東村組合へ、武射郡、谷村は埴谷村組合の寄場に、上総
国山辺郡家子村・道庭村・武射郡姫島村は東金町組合へ、
常陸国真壁郡大里村・大渡戸村は新井村組合へ、真壁郡関
本村・船玉村は関本村組合へ、真壁郡下江連村・小川村・
大
谷
村
は
下
江
連
村
組
合
へ
、
真
壁
郡
古
都
村
は
小
栗
村
組
合
へ
、
第３表結城町組合編成表結城藩領における改革組合村の編成について（柳田）
支配形態
村 名
代官|大名｜旗本|寺社｜合計
下総国結城郡
結城町
大谷瀬村
上成村
作之谷村
五助村
久保田村
武井宿
小森新田
林村
小田林村
中村
中村新田
小森村
鹿窪村
下野国都賀郡
中島村
福良村
高椅村
梁村
中川原村
１
１
１
１
１
１
１
１
１
．
１
２
１
１
２
１
２
８
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
４
１
２
向川澄村は下舘町組合へ、茨城郡門毛村は羽黒宿組合へと、
結
城
藩
領
村
々
ば
そ
れ
ぞ
れ
各
地
の
改
革
組
合
村
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
結
城
町
組
合
の
寄
場
Ⅱ
親
郷
の
大
惣
代
は
、
結
城
町名主である八右衛門・彦四郎・市左衛門が勤めている。
結
城
町
組
合
は
三
小
組
合
に
分
れ
、
文
政
十
三
年
の
小
惣
代
は
福
良
村
名
主
惣
右
衛
門
・
中
島
村
名
主
四
郎
右
衛
門
、
小
田
林
村
名
主
源
（旧）
弥、鹿窪村名主平司が、それぞれ年番制で勤めている。
結
城
町
組
合
で
は
、
文
政
十
年
に
十
七
ケ
条
に
わ
た
る
定
書
を
作
（卯）
成
し
、
諸
入
用
の
負
担
方
法
な
ど
を
取
決
め
て
い
る
。
文
政
十
三
年
３
担
方
法
な
ど
を
取
決
め
て
い
る
。
文
政
十
三
年
の
組
分
け
の
時
に
も
大
惣
代
・
小
惣
代
が
連
名
（皿）
で議定聿冒を作成している。文政十年と同
十
三
年
の
定
書
を
比
較
す
る
と
、
三
条
・
四
条
・
五
条
・
十
二
条
。
十
四
条
。
十
八
条
は
削
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
政
十
三
年
に
は
組
合
内
出
入
の
禁
止
と
内
済
の
奨
励
、
農
民
博
突
の
禁
止
、
合
力
宿
の
禁
止
と
不
法
狼
籍
の
取
締
り
、
取
締
出
役
が
組
合
内
へ
止
宿
の
節
は
小
惣
代
は
用
向
・
諸
入
用
を
見
届
け
割
合
勘
定
す
る
こ
と
、
川
縁
通
り
に
て
召
捕
人
の
諸
入
用
は
組
合村の総高割とすること、質素倹約の奨
励
、
な
ど
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
一
一
七
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た、費用負担方法や囚人費用などに変更がふられる。両者
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
文
政
十
年
の
定
書
に
よ
る
と
、
（一条）
｜、御出役様方結城町御一逗留中御上下道案内之衆賄方
諸入用之儀者、是迄☆通宿方持切之積り、尤組合が
差
出
シ
囚
人
、
又
者
組
合
之
儀
二
付
、
御
出
役
之
上
御
逗
留
入用之儀、組合惣高割一一可致事、
（二条）
｜
、
御
出
役
様
方
他
所
汐
御
召
連
被
成
侯
囚
人
、
亦
者
組
〈
口
内
一一而御召捕一一相成候囚人、永ク御預ヶ之節者、村番
ヲ
以
い
た
し
候
而
者
一
同
難
儀
い
た
し
候
間
、
御
領
主
様
御
牢
内
拝
借
可
仕
、
就
而
者
囚
人
賄
入
用
之
儀
者
、
組
合
惣
高
割一一いたし入用可差出事、
（六条）
一、御預り囚人｜直人入牢中諸入用左之通り、
銭
四
百
三
拾
四
文
内
わ
け
銭
百
文
右
者
囚
人
扶
持
代
同
弐
拾
四
文
右
者
水
油
代
銭
弐
文
右
者
附
木
と
ふ
し
ん
代
銭
八
文
右
者
鼻
紙
代
同
百
文
右
者
薪
莚
代
同
弐
百
文
右
者
勤
番
人
弐
人
給
分
心
付
法
政
史
学
第
四
十
一
号
白米壱升五合時相場ヲ以銭一一而相渡し可申候
右者勤番人弐人分、但し壱人二付一日米五合之訳
（八条）
｜
、
御
預
り
囚
人
壱
人
分
御
調
中
、
扶
持
代
弁
勤
番
人
足
共
諸
入用左之通り、
銭
壱
賃
四
百
文
内
わ
け
銭
八
百
文
右
老
番
人
足
弐
人
賃
銭
、
但
し
壱
人
二
付
一
昼夜銭四百文之積り、
銭
三
百
文
右
者
囚
人
番
人
足
弐
人
扶
持
代
一
昼
夜
四
賄、但壱人銭三十六文シ、
銭
弐
百
文
右
者
囚
人
壱
人
扶
持
代
、
夜
扶
持
共
一
昼
夜
四賄、但し壱人分銭三拾六文シ、
銭
百
文
右
者
勤
番
入
一
昼
夜
炭
薪
代
と
あ
る
よ
う
に
、
一
条
は
御
取
締
出
役
が
結
城
町
へ
逗
留
中
の
道
案
内衆の賄方諸入用は結城町で負担する。組合より差出した
囚
人
や
組
合
村
へ
御
用
心
逗
留
中
の
諸
入
用
は
組
合
総
高
割
と
す
る。二条は囚人入牢は結城藩の牢を拝借し、囚人の賄入饒用
は組合総高割とする。六条は囚人入牢中の諸入用は一人に
つき銭四三四文とする。八条は囚人取調中の一人分扶持代
と勤番人足諸入用は銭一貫四百文とする。以上のことなど
を取決めたのであるが、文政十三年の議定になると次のょ
二
八
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う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
「
御
出
役
様
方
結
城
町
御
逗
留
中
、
御
上
下
道
案
内
之
衆
賄
方
諸
入
用
之
儀
者
、
是
迄
之
通
宿
方
特
切
之
積
り
、
尤
組
合
村江相拘り候御用向一一而御止宿被遊候とも、町方限
り
割
合
組
合
村
々
江
割
合
相
掛
申
間
敷
候
事
、
「
御
出
役
様
方
他
所
よ
り
御
召
連
被
成
候
囚
人
、
又
者
組
合
内
二
て
御
召
捕
二
相
成
候
無
宿
之
囚
人
、
御
手
都
合
一
一
寄
寄
場
町
江
日
数
御
預
ヶ
相
成
候
村
番
に
い
た
し
候
而
へ
一
同
難
義
い
た
し
候
間
、
当
御
領
主
様
御
牢
内
拝
借
可
仕
、
就
而
者
入
牢
中
入
用
之
儀
牢
番
扶
持
方
〈
入
牢
日
数
応
し
御
領
主
様
よ
り
被
下
置
、
其
余
掛
り
惣
入
用
高
者
、
寄
場
町
方
一
一
而
三
分残而七分之儀〈在町惣高割一一可指出、尤も寄場一一
於て御取締中其外組々同様有宿囚人者、其身元村――
て相賄候儀二付、組合――て者不差構、無宿之分者組
合
内
順
番
に
番
人
足
指
出
、
同
人
弁
番
人
足
賄
入
用
者
、
是
又定之通其村番より相弁置、追而参会之節組合惣高
割に可致事、
囚
人
壱
人
壱
昼
夜
掛
り
一
、
銭
三
百
文
但
、
囚
人
賄
代
番
人
手
当
と
屯
但
、
囚
人
弐
人
の
節
者
一
昼
夜
六
百
文
二
相
成
、
三
人
よ
り
己
上
者
番
人
足
者
不
相
増
同
人
掛
り
百
五
拾
結城藩領における改革組合村の編成について（柳田）
文ソ、相増可申侯積り、
外一一番人足扶持方者御領主様より被下置候事
一、寄場――て囚人御取締中番人入用左支通り、
囚
人
壱
入
一
昼
夜
掛
り
一
銭
弐
百
文
但
、
囚
人
壱
人
昼
夜
賄
代
一
銭
壱
人
百
文
但
、
戈
領
村
役
人
壱
人
番
人
足
三
人
、
都
合
四
人
旅
龍
代
小
以
壱
人
三
百
文
但、壱人弐百七拾弐文シ、四賄之内夜中一
賄者湯
漬之積り、尤前々之通り賃銭町方一一而立替相勤、
組合在町惣高割一一可仕候事、
とあるように、取締出役逗留中の諸入用は町方限りで割合
い組合村へは負担させない。囚人賄入用は寄場町方で三
割、残り七割は在町総高割とする。囚人一人入牢中の諸入
用は三百文とし、番人足扶持代は結城藩より支給する。囚
人一人取調中の扶持代と勤番人足は囚人一昼夜掛り銭三百
文とする。以上のように議定を変更している。組分けによ
り結城町組合は組合石高が減少したため囚人賄入用を節約
するかたわら、結城町は総高割の三割負担、囚人番人足賃
銭・扶持代は結城藩で負担するなど、結城町や結城藩にと
って負担を増大させる結果になったのである。一一九
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弘
化
二
年
六
月
、
結
城
町
組
合
村
女
の
名
主
・
与
頭
十
九
名
は
、
小
惣
代
で
あ
る
武
井
宿
直
三
郎
・
中
村
義
助
・
中
島
村
四
郎
右
衛
門
の
三
名
を
惣
代
に
立
て
、
大
惣
代
を
勤
め
る
結
城
町
名
主
丹
次
・
新
右
衛
門
・
孝
助
・
長
左
衛
門
・
弥
平
太
・
仙
左
衛
門
の
六
名
を
相
手
（”）
取って訴訟を起したのである。その理由は、文政十三年の
組
分
け
に
よ
り
村
数
・
組
合
高
数
が
減
少
し
た
た
め
、
年
々
諸
入
用
が
増
加
し
村
々
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
以
前
の
ご
と
く
六
六
ヶ
村
組
合
に
も
ど
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
「
難
相
成
」
場
合
は
、
結
城
町
を
離
れ
十
八
ヶ
村
組
合
を
編
成
し
、
寄
場
を
新
た
に
設
（犯）
げたいというものである。これは、六月一二日の参会の時に
入牢入用などが増大しているため、天保六年より同十五年
までの十年間の諸入用を取調べたところ、
御
取
締
御
出
役
様
方
在
御
預
ヶ
囚
人
入
用
金
百
四
拾
七
両
余
火
方
御
役
人
様
方
汐
御
預
ヶ
入
牢
入
用
金
弐
拾
七
両
余
御
調
中
組
合
村
御
預
り
岡
番
人
足
御
差
立
入
用
金
八
拾
五
両
余
其
外
諸
入
用
金
六
拾
五
両
余
の
合
計
一
一
三
六
両
余
し
の
費
用
が
掛
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
（、）
で
あ
る
。
諸
入
用
が
増
加
し
た
原
因
は
、
「
尤
結
城
様
江
御
預
ヶ
囚
人
入
牢
入
用
老
年
点
御
役
場
汐
御
下
ヶ
金
一
一
相
成
候
由
被
仰
聞
侯
へ
三
諸
入
用
割
合
不
正
出
入
法
政
史
学
第
四
十
一
号
とも、水野日向守様江御預ヶ囚人与、組合村御預ヶ囚人不
（皿）
分明二付、御取締御出役様方へ御伺申上度」として、囚人
入
牢
は
結
城
藩
の
牢
を
拝
借
し
て
い
る
た
め
、
結
城
藩
へ
御
預
ヶ
囚
人と改革組合村へ御預ヶ囚人とが不分明になっていたので
あ
る
。
そ
の
結
果
、
結
城
藩
へ
御
預
ヶ
囚
人
の
費
用
を
、
改
革
組
合
村
々
で
負
担
し
て
お
り
、
そ
れ
が
諸
入
用
増
加
の
原
因
と
し
て
大
惣
代
六
名
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
小
惣
代
三
名
は
関
東
取
締
出
役
へ
直
接
訴
え
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
結
城
藩
の
知
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
六
月
四
日
に
は
直
三
郎
・
義
助
両
名
に
出
頭
の
旨
が
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
結
城
藤
代
官
藤
郷
伸
右
衛
門
が
義
助
宅
へ
来
て
、
大
惣
代
と
掛
け
合
い
示
談
す
れ
ば
、
組
分
け
に
応
じ
る
と
の
内
達
が
あ
っ
た
た
め
、
六
月
九
日
に
結
（幻）
城
藩
家
中
枝
喜
三
郎
の
取
扱
い
を
も
っ
て
内
済
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の内済証文は、次のようである。
済
口
証
文
之
事
御
改
革
組
合
寄
場
結
城
町
外
拾
八
ヶ
村
組
合
御
取
締
向
諾
入
用
割合之義者、其度女大小惣代立会勘定取調承知印形致
置罷在候処、此度組合村内汐勘定違有之趣申出有之候
一
一
付
、
小
惣
代
四
郎
右
衛
門
．
直
三
郎
・
義
助
汐
結
城
町
大
惣
代
名
主
六
人
江
相
懸
、
諸
入
用
割
合
之
義
二
付
及
混
雑
、
既
二
可及出訴一一も処、扱人立入双方申争之廉々相分熟談仕
○
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候
処
相
違
無
御
座
候
、
然
ル
上
者
町
在
不
弁
理
之
次
第
も
有
之
候一一付、双方申談行届組分ヶいたし候筈、価而老今般
御出役様御廻村先江願出候而者免角廉立候筋一一も相当
り候二付、在町惣代連印以書付、追而御領主様汐御取
締御出役様御廻村先江御願立組分ヶ被成下候筈、右一一
付
而
者
結
城
町
与
在
方
拾
八
ヶ
村
与
組
分
相
成
候
迄
之
御
預
ヶ
囚人、其外都而諸入用、当六月朔日汐以来之分者結城
町一一而差出、肌たり共拾八ケ村江割合申間敷筈取極、
双
方
申
分
無
之
熟
談
内
済
仕
候
上
者
、
右
一
件
二
付
双
方
汐
御
願ヶ間敷義決而仕間敷候、為後日済口証文、価而如件
結
城
町大
惣
代名主六人連印
小
惣
代名主一二人連印
（弧）
と
あ
る
よ
う
に
、
六
月
九
日
に
内
済
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
内
済
の
条
件
は
「
組
分
ヶ
い
た
し
候
筈
」
「
組
分
ヶ
被
成
下
候
筈
」
と
組
分
け
を
前
提
に
し
て
、
関
東
取
締
出
役
へ
小
惣
代
が
直
接
訴
え
る
と
「免角雛立侯筋一一も相当」るため、結城藩より関東取締出
役
へ
願
い
出
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
結
城
町
と
左
方
十
八
ヶ
村
が
組
分
け
に
な
る
ま
で
の
御
預
ヶ
囚
人
・
其
外
諸
入
用
は
結
結城藩領における改革組合村の編成について（柳田）
城町で負担し、在方十八ヶ村へは決して割振りしないこと
を取決めている。
内
済
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
直
三
郎
・
義
助
は
．
件
内
済
二
相
成候上老御答等被仰付候筋曽而無之旨」と、結城藩役人よ
（お）
り御呰はない』日が達せられている。また、他領との関係も
あり「穏便之取扱」をするよう直三郎・義助へ金十両を支
給している。両名は代官藤郷伸右衛門・宮田斧右衛門・山
（妬）
田登一丘〈衛、町目付中沢広次郎へ請書を提出したのち、組
合村々へ支給金の割渡しを行っている。
ところが、六月十四日に関東取締出役園部弾次郎が小山
宿へ廻村し、惣代・村役人一同を呼出し、他組合にも影響
を与えるため「在町組分ヶ致度趣相聞候得共、右外組合迄
も相響候義二付、組分ヶ其外如己前組合侯義今更難相成」
（〃）
と一一一一口い渡されたのである。そのため、小惣代三名連名で、
（犯）
今度は関東取締出役へ直接訴訟を提出している。訴訟と辻〈
に諸入用割合帳十六冊・結城町引不足取調帳一冊・御預ケ
囚人入牢中入用書抜帳一冊を提出し調査を願い出たのであ
（羽）
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
右書面差出候処、其度々調印致置今更勘定違有之趣申
出候共、取調難相成段被仰聞候、巨細者間々田宿一一而
中山誠一郎様江差上侯始末書一一いざぬ有之候、
￣
一
一
￣
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と
、
割
合
帳
へ
調
印
し
て
お
き
な
が
ら
、
今
更
勘
定
運
が
あ
る
と
し
て
調
査
を
願
い
出
る
の
は
心
得
達
と
し
て
一
蹴
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
諸
入
用
は
こ
れ
ま
で
通
り
三
割
は
結
城
町
、
残
七
割
は
組
合
村
々
で
負
担
し
、
提
出
し
た
書
類
十
八
冊
の
御
下
げ
願
い
を
出
（卯）
し
て
内
済
し
た
の
で
あ
る
。
七
月
二
十
日
、
結
城
藩
は
直
三
郎
・
義
助
に
対
し
御
答
を
課
す
こ
と
を
内
々
に
達
し
て
い
る
。
代
官
よ
り
両
名
に
対
し
詑
書
を
提
出
す
る
と
罪
が
軽
く
な
る
と
内
々
に
知
ら
さ
れ
た
た
め
、
枝
喜
三
郎
・
青
（皿）
川伝右衛門・代官所を通じ再一二にわたり詑書を差出すが、
七月一二日に結城藩役所へ呼び出され、次のように一一一一口い渡
さ
れ
て
い
る
。七月
什
一
日
関
根
義
助
武
井
直
三
郎
其方共儀、去月中組合村諸勘定割合之義二付、小組村
女申談、結城町名主共江懸及混雑、既二可及公訴一一も
処呼出、御代官中目付取調中扱人立入、在町組分ヶ之
儀者申立可遣旨申渡熟談令内済、八州御取締方手所中
小山宿出役先江其筋け申立侯処、外組合迄も拘候義組
分
ヶ
麹
も
取
用
不
相
成
候
得
と
も
、
在
町
小
山
宿
江
呼
出
取
調
一一而、御他領迄一件事済相成侯得共、小組惣代与して
法
政
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割
合
帳
印
形
い
た
し
置
、
町
方
を
相
手
取
及
混
雑
、
公
儀
衆
迄
之
厄
介
一
一
相
成
候
始
末
不
埒
二
付
、
吟
味
之
上
急
度
御
呰
メ
申
付
方
可
有
之
所
、
町
方
寺
院
を
以
御
慈
悲
願
出
候
二
付
、
格
別
之御憐感を以急度御吃り置候、
但
、
直
三
郎
義
者
己
来
小
組
惣
代
相
勤
候
義
、
今
停
止
候
間、此段申渡候、
（犯）
と
あ
る
よ
う
に
、
小
惣
代
と
し
て
割
合
帳
に
調
印
し
て
い
な
が
ら
、
結
城
町
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
を
起
し
、
公
儀
へ
厄
介
を
懸
け
た
と
し
て
直
三
郎
は
小
惣
代
役
停
止
、
義
助
は
御
吃
り
を
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
惣
代
の
一
人
で
あ
る
中
島
村
四
郎
右
衛
門
は
天
領
村
で
あ
る
た
め
、
御
答
は
言
い
渡
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
不
満
と
し
て
、
四
郎
右
衛
門
・
義
助
。
直
三
郎
・
元
小
惣
代
平
司
の
四
名
は
、
関
東
取
締
出
役
中
山
誠
一
郎
へ
「
組
合
村
一
件
（鋼）
始
末
書
」
な
ど
を
提
出
し
、
小
惣
代
の
諸
入
用
割
合
監
査
の
不
行
届
を
詑
び
る
と
と
も
に
、
小
惣
代
役
停
止
の
御
免
願
い
を
訴
え
て
い
る
。
特
に
、
小
惣
代
役
停
止
に
つ
い
て
は
、
「
前
文
之
通
御
呰
メ
筋
有之惣代停止等被仰付候次第一一而者、此上惣代之者共取計
方一一差支何共何共当惑仕候、一躰惣代共如何之取計有之、
御取締様方が御答メ被仰付侯義者格別、仮令御領主様一一御
座候而も前段御呰之次第一向存意一一相叶不申、当惑難渋仕
（羽）
侯
、
右
二
付
而
（
向
後
惣
代
御
免
奉
願
上
候
」
と
、
関
東
取
締
出
役
一
一
－
一
一
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より御答が言い渡されるのならいざしらず、結城藩より小
惣代停止があるのは筋違いとして、小惣代停止の取下げか、
ま
た
は
小
惣
代
全
員
が
小
惣
代
役
御
免
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
九月八日には、中山誠一郎が廻村の折、これまでの諸勘
定
帳
を
持
参
す
る
よ
う
達
し
が
あ
っ
た
た
め
、
天
保
六
年
よ
り
十
五
（弧）
年までの諸割く口帳を提出したが、内済不行届となったため
諸割合帳は差一戻しとなっている。この時に、中山誠一郎は
奉行所へ御伺いを立てることにし、また、このまま訴訟を
続けると「双方諸雑費相懸り難渋殊一一川之廉而己一一而者不
（妬）
相
済
」
と
し
て
、
よ
う
や
く
、
十
一
月
に
大
・
小
惣
代
、
扱
人
十
名
連
名
で
、
関
東
取
締
出
役
中
山
誠
一
郎
へ
内
済
の
願
書
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
義
助
の
小
惣
代
役
停
止
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
（犯）
が
、
「
是
迄
之
通
惣
代
勤
役
致
筈
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
小
惣
代
停
止
は
取
下
げ
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
内
済
に
よ
り
結
城
藩
で
は
、
今
度
は
十
一
両
を
支
給
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
割
戻
（妬）
し与名目二無之、諸入用として扱人汐受取」と、訴訟に掛
った諸費用として村々へ支給したのである。
このように、結城藩では改革組合村が編成されたことに
よって、関東取締出役の判決を受け入れざるをえず、結城
藩が出した判決を二・一｜一度も撤回して、関東取締出役の言
動
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結城藩領における改革組合村の編成について（柳田）
本稿では、関東における改革組合村の設置と、結城町組
合の編成、および結城町組合の出入について記し、個別領
主
権
の
な
か
に
幕
府
権
力
が
浸
透
す
る
様
子
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
要
約
し
て
お
わ
り
に
し
た
い
。
幕府は、文政十年に改革組合村を編成して関東領国の一
円的支配を行なうのである。しかし、水戸藩領・川越藩
領・前橋藩領・小田原藩領・日光神領・浦賀奉行付村々な
ど、領内が一給支配で領国を形成している藩領では改革組
合村編成から除かれ、独自な組合村で領内支配を行ってい
るのである。改革組合村は相給支配のため非領国を形成し
ている地域に設置されたのである。
幕府は、改革組合村を勘定奉行ｌ関東取締出役の下に置
くことによって、私領においても幕府権力が介入できるよ
うになり、幕府権力と個別領主権力の二重支配を余儀なく
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
また、結城藩領内村々は下総国・上総国・下野国・常陸
国と分散されているため、各地の改革組合村に編入され、
ますます幕府権力介入を容易にしたのである。
弘化二年六月、結城町組合小惣代は、大惣代の諸入用割
お
わ
り
に
一
一
－
－
－
－
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合不正をめぐって訴訟を起し、結城町との組分けを願い出
るのである。結城藩では組分けを前提に、小惣代に対し御
答を課さないことで、一旦内済となるのである。しかし、
関東取締出役は他組合へも影響を与えることを懸念し、組
分
け
は
「
難
相
成
」
と
し
た
た
め
、
訴
訟
側
は
今
度
は
直
接
に
関
東
取締出役に訴えるのである。これに対し、関東取締出役は
今更勘定違いを訴えるのは筋違いとして訴訟を却下するの
である。
ところが、七月一一一日に結城藩では直三郎に対し小惣代
役停止、義助へ御吃りを言い渡すのである。この判決を不
満とした訴訟側は、今度は関東取締出役へ小惣代停止の取
下げを訴えるのである。ようやく、十一月に内済となり小
惣代停止は許されるのである。
結果的には訴訟側の敗訴に終るのであるが、結城藩では
遂一、関東取締出役の指示を受け、関東取締出役の判決に
従
わ
ざ
る
を
得
ず
、
結
城
藩
が
下
し
た
判
決
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れたのである。本来領主が掌握している領内の裁判権は、
改革組合村編成により幕府にも許すことになり、幕府権力
が
個
別
領
主
権
の
な
か
に
容
易
に
介
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
えよう。そのため、農民側にとっても結城藩より幕府権力
の強さを認識させることになり、結城藩の権威を失態させ
法
政
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る
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
註（１）文政改革についての研究史は、森安彦「文政改革と関東
農村１幕末期の対外危機と組合村の武装編成ｌ」（村上
直編『論集関東近世史の研究』所収）に詳細にまとめられ
ている。
（２）森安彦「関東における農村構造の変質と支配機構の改革
日ｌ関東取締出役設置の歴史的意義ｌ」（『史潮』七四
号）、「幕藩制社会の動揺と農村支配の変貌ｌ関東におけ
る化政期の取締改革を中心にｌ」（東京教育大学昭史会
編『日本歴史論究』所収）、「幕末期の幕政」ｓ幕末郷士史
研究法」所収）。
（３）長谷川伸二「文化・文政期増上寺領の村方騒動と改革の
展開」（『日本史研究』二二号）。
（４）煎本増夫「江戸幕府の関東支配と佐倉藩」（木村礎・杉本
敏夫編『譜代藩政の展開と明治維新』所収）。
（５）高橋実「改革組合村』制の展開過程」（『茨城県歴史館
報」五号）。
（６）結城町組合については、『結城市史』第五巻近世通史編、
『小山市史』通史編Ⅱ近世、篠崎利男「御改革組合結城町
外
一
八
ヶ
村
に
つ
い
て
ｌ
中
島
村
を
中
心
に
ｌ
」
『
小
山
市
史
研究』三）がある。
（７）「地方落穂集追加」（『日本経済叢書」巻九、四八二頁）。
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（８）文久二年「関東八箇国御取締組合寄場村高家数帳」国立
史料館所蔵富沢家文書。
（９）註５
（、）年未詳「関東八ヶ国御改革組合寄場附、同断所々市場定
日
附
、
同
断
寺
町
之
分
留
書
」
神
奈
川
県
高
座
郡
綾
瀬
町
深
谷
比
留
川家文書は、山中清孝・渡辺和敏「関八州改革組合村寄場
および市場定日について」ｓ近世史藁』創刊号）に収録さ
れている。
（
Ⅱ
）
山
中
清
孝
「
武
川
、
相
州
「
改
革
組
合
村
」
編
成
に
つ
い
て
」
（「神奈川県史研究』二七号）。
（
皿
）
註
５
．
註
ｕ
（
Ⅲ
）
註
Ⅱ
。
小
田
原
藩
で
は
領
内
を
中
筋
掛
・
西
筋
掛
・
東
筋
掛
と
筋
に
分
け
、
筋
ご
と
に
幾
箇
の
組
合
村
を
編
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
政
元
年
に
は
各
筋
ご
と
に
郡
中
取
締
役
を
任
令
し
て
領
内
取
締
り
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
前
橋
藩
で
は
領
内
を
西
領
・
向
領
・
川
通
・
中
通
・
東
通
・
前
通
・
善
養
寺
領
・
玉
村
領
な
ど
と
領
・
通
に
分
け
て組合村を編成している。
口）年未詳「武蔵国御改革組合限地頭性名井村名郡附帳」・
「上野国御改革組合限地頭性名井村名郡附帳」宮内庁書陵部
所蔵文書より作成。
（巧）「結城市史』第五巻近世通史編一七三頁。
（肥）文政十年九月「組合村々被仰渡御請証文」小山市中島、
柴山良四郎家文書。
（Ⅳ）年未詳「下総国御改革組合限地頭性名井村名郡附帳」神
結城藩領における改革組合村の編成について（柳田）
奈川県高座郡綾瀬市深谷比留川家文書より作成。
（旧）（）内は改革組合村数を示す。
⑮
）
文
政
十
三
年
四
月
「
組
合
村
内
議
定
惣
代
連
印
帳
」
小
山
市
中
島柴山良四郎家文書。以下、特に断らない限り同家文書を
示す。
（別）文政十年十一月「囚人諸割合扣帳」「小山市史』史料編
・近世Ⅱ四八五頁に収録）。
（Ⅲ）註旧
（犯）『小山市史』史料編。近世’四九二頁。
（羽）弘化二年六月「組合寄場結城町在方拾八ヶ村引合一件書
類留」。
（型）註皿四九六頁
（妬）註羽
（恥）註泌
（Ⅳ）註羽
（肥）註皿四九八頁
（羽）註肥
（釦）註羽
（釦）註皿
（胡）註皿四九九頁
（羽）註朋
（弧）註皿五○○頁
（弱）註
皿五○
一
頁
（邪）註別
五
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